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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次
第61期
第２四半期
累計期間

第62期
第２四半期
累計期間

第61期
第２四半期
会計期間

第62期
第２四半期
会計期間

第61期

会計期間

自平成21年
３月１日
至平成21年
８月31日

自平成22年
３月１日
至平成22年
８月31日

自平成21年
６月１日
至平成21年
８月31日

自平成22年
６月１日
至平成22年
８月31日

自平成21年
３月１日
至平成22年
２月28日

売上高（千円） 10,935,00110,311,8284,758,8254,636,35722,747,031

経常利益又は経常損失（△）

（千円）
212,781 209,873△287,452△218,221 974,269

四半期（当期）純利益又は四半期

純損失（△）（千円）
46,070 51,753△224,713△218,179 427,795

持分法を適用した場合の投資利益

（千円）
－ － － － －

資本金（千円） － － 2,000,0002,000,0002,000,000

発行済株式総数（千株） － － 24,470 24,470 24,470

純資産額（千円） － － 5,218,3455,569,1875,592,759

総資産額（千円） － － 10,109,37910,138,42412,407,316

１株当たり純資産額（円） － － 214.03 228.47 229.41

１株当たり四半期（当期）純利益

金額又は四半期純損失金額（△）

（円）

1.89 2.12 △9.22 △8.95 17.55

潜在株式調整後１株当たり四半期

（当期）純利益金額（円）
－ － － － －

１株当たり配当額（円） － － － － 3.00

自己資本比率（％） － － 51.6 54.9 45.1

営業活動による

キャッシュ・フロー（千円）
△2,003,510△1,097,804 － － 767,413

投資活動による

キャッシュ・フロー（千円）
△77,608 10,536 － － △27,778

財務活動による

キャッシュ・フロー（千円）
△303,509△312,701 － － △630,838

現金及び現金同等物の四半期末

（期末）残高（千円）
－ － 936,0462,029,5003,429,470

従業員数（人） － － 653 619 635

　（注）１．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりませんので、連結会計年度に係る主要な経営指標等の推移につい

ては記載しておりません。

　　　　２．売上高には消費税等は含まれておりません。

３．潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益金額は、潜在株式がないため記載しておりません。
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２【事業の内容】

　当第２四半期会計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）が営む事業の内容について、重要な変更

はありません。また、主要な関係会社における異動もありません。

　

３【関係会社の状況】

　当第２四半期会計期間において、重要な関係会社の異動はありません。 

　

４【従業員の状況】

提出会社の状況

 平成22年８月31日現在

従業員数（人） 619 [673]

　（注）　１．従業員数は、契約社員を含めた就業人員数で記載しております。

２．パートタイマーの当第２四半期会計期間の平均人員数（１日８時間換算の月平均人数）を［　］外数で記

載しております。
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第２【事業の状況】

１【生産、受注及び販売の状況】

(1）商品仕入実績

区分別仕入状況

区分別
前第２四半期会計期間

（平成21年６月１日～平成21年８月31日）
当第２四半期会計期間

（平成22年６月１日～平成22年８月31日）
仕入高（千円） 仕入高（千円）

重衣料 394,112 538,309

中衣料 38,788 81,902

軽衣料 869,209 898,912

その他衣料等 4,865 △48,307

合計 1,306,976 1,470,816

　（注）１．重衣料の主なものはスーツ（オーダー含む）、ジャケット、スラックスです。

２．中衣料の主なものはジャンパー、ショーツです。

３．軽衣料の主なものはカットソー、シャツ（オーダー含む）、ネクタイです。

４．その他衣料等はスカート、ワンピース等であり、店舗への商品配送の代行等に伴う仕入控除を含めておりま

す。

５．上記の金額には、消費税等は含まれておりません。

(2）商品販売実績

区分別売上状況

区分別
前第２四半期会計期間

（平成21年６月１日～平成21年８月31日）
当第２四半期会計期間

（平成22年６月１日～平成22年８月31日）
売上高（千円） 売上高（千円）

重衣料 1,514,550 1,529,320

中衣料 151,102 189,783

軽衣料 2,889,164 2,738,918

その他衣料等 204,007 178,334

合計 4,758,825 4,636,357

　（注）１．その他衣料等はスカート、ワンピースのほか、クレジットカード会員獲得に伴う手数料収入、衣料品の修理・

加工に伴う収入等であります。

２．上記の金額には、消費税等は含まれておりません。

　

２【事業等のリスク】

　当第２四半期会計期間において、新たに発生した事業等のリスクはありません。

　また、前事業年度の有価証券報告書に記載した事業等のリスクについて重要な変更はありません。

　

３【経営上の重要な契約等】

　当第２四半期会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。
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４【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

　文中の将来に関する事項は、当四半期報告書提出日現在において当社が判断したものであります。 

 

（1）経営成績の分析　　　　 

　当第２四半期会計期間におけるわが国経済は、景気の回復が一部には見られたものの、円高、株安、海外経済の減

速懸念など先行きには不透明感も強まり、依然として厳しい環境が続いております。衣料品小売業界におきまして

も、生活防衛意識から消費の伸び悩み傾向が続きました。 

このようななか当社は、「店頭ＶＭＤ力の向上」、「商品の差別化」、「お客様満足業の追求」をテーマに、”

お客様に選んでいただける店作り”をして、他社との差別化を目指してまいりました。

　売上面では、ＷＥＢによる本部から店舗への魅力的な売場作りの指導等による店舗の活性化、および猛暑による

夏物衣料の販売増加もあり、既存店で、客数は前年同期比7.4％増加いたしました。しかしながら、低価格志向によ

る客単価の下落を補えず、売上高前年同期比は2.3％の減少となりました。

　商品面では、ファッションに伸縮性、ウォッシャブル、プリーツ安定、抗菌、消臭等の多彩な機能性を付加したスー

ツ（含むオーダー）の強化を図り、カットソー、ショートパンツとともに好調に推移いたしました。

　店舗面では、主力業態の「TAKA:Q」を１店舗出店いたしました。一方、低効率店等４店舗を退店し、当第２四半期

会計期間末店舗数は、前年同期と同数の261店舗となりました。 

利益面では、引続き販管費の削減に努め営業損失は前年同期より減少しましたが、春夏商品の売切り期間となる

ため、四半期純損失となっております。

　

　以上の結果、当第２四半期会計期間の売上高は46億３千６百万円（前年同期比2.6％減）、営業損失は２億５千３

百万円（前年同期は３億２千６百万円の損失）、経常損失は２億１千８百万円（前年同期は２億８千７百万円の

損失）、四半期純損失は２億１千８百万円（前年同期は２億２千４百万円の損失）、となりました。 

　

また、当第２四半期累計期間の売上高は103億１千１百万円（前年同期比5.7％減）、営業利益は１億２千１百

万円（同0.0％増）、経常利益は２億９百万円（同1.4％減）、四半期純利益は５千１百万円（同12.3％増）とな

りました。

　

（2）財政状態の分析

資産、負債及び純資産の状況　　　　 

　資産の部は、前事業年度末に対して22億６千８百万円減少し、101億３千８百万円となりました。主な要因は、流

動資産で現金及び預金が13億９千９百万円、売掛金が２億１千５百万円、商品が３億９百万円、固定資産で有形

固定資産が１億３千万円、投資その他の資産が１億２千６百万円それぞれ減少したこと等によるものでありま

す。

　負債の部は、前事業年度末に対して22億４千５百万円減少し、45億６千９百万円となりました。主な要因は、支

払手形及び買掛金が15億７千４百万円、未払法人税等が２億２千２百万円、長・短借入金が２億３千１百万円そ

れぞれ減少したこと等によるものであります。 

なお、現金及び預金、支払手形及び買掛金の減少には、前事業年度末日が休日であった影響が含まれておりま

す。

　純資産の部は、前事業年度末に対して２千３百万円減少し、55億６千９百万円となりました。主な要因は、利益

剰余金が２千１百万円減少したこと等によるものであります。
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（3）キャッシュ・フローの状況

　当第２四半期会計期間末における現金及び現金同等物は、前四半期会計期間末より２億５千７百万円減少し、

20億２千９百万円となりました。

　

　当第２四半期会計期間における各キャッシュ・フローの状況とそれらの要因は、次のとおりであります。

　

（営業活動によるキャッシュ・フロ－）

営業活動によるキャッシュ・フローは、６千２百万円の支出（前年同四半期比５億６千７百万円の支出減

少）となりました。これは非資金的費用の減価償却費８千６百万円の計上、売上債権の減少５億３千９百万円お

よびたな卸資産の減少４億１千２百万円による収入と、税引前四半期純損失２億９千１百万円および仕入債務

の減少７億８千万円の支出等によるものです。

　

（投資活動によるキャッシュ・フロ－）

　投資活動によるキャッシュ・フロ－は、５千１百万円の支出（前年同四半期比２千８百万円の支出増加）とな

りました。これは敷金及び保証金の回収による収入が２千１百万円ありましたが、新規出店等により有形固定資

産を５千２百万円取得、敷金及び保証金の差入１千５百万円の支出等によるものです。

　

（財務活動によるキャッシュ・フロ－）

　財務活動によるキャッシュ・フローは、１億４千２百万円の支出（前年同四半期比３億円の支出減少）となり

ました。これは長期借入金を１億１千５百万円返済、配当金の支払２千３百万円の支出等によるものです。

　

（4）事業上及び財務上の対処すべき課題

　当第２四半期会計期間において、当社が対処すべき課題について重要な変更はありません。

　

（5）研究開発活動

　該当事項はありません。　　
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第３【設備の状況】
(1）主要な設備の状況

　当第２四半期会計期間において、主要な設備に重要な異動はありません。 

 

(2）設備の新設、除却等の計画

　当第２四半期会計期間において、前四半期会計期間末において計画中でありました設備の新設につきましては、平

成22年６月に１店舗を出店致しました。なお、新たに確定した重要な設備の新設、改装等の予定はありません。

　また、経常的な設備の更新のための退店を除き、重要な設備の除却の予定はありません。 
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第４【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 97,800,000

計 97,800,000

　

②【発行済株式】

種類
第２四半期会計期間末現在発
行数（株）
（平成22年８月31日）

提出日現在発行数（株）
（平成22年10月４日）

上場金融商品取引所名
又は登録認可金融商品
取引業協会名

内容

普通株式 24,470,822 24,470,822
東京証券取引所

市場第一部

単元株式数

500株 

計 24,470,822 24,470,822 － －

　

（２）【新株予約権等の状況】

　該当事項はありません。

　

（３）【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

　該当事項はありません。　

　

（４）【ライツプランの内容】

該当事項はありません。

　

（５）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式
総数増減数　　
（株）

発行済株式
総数残高
（株）

資本金増減額
（千円）

資本金残高
（千円）

資本準備金増
減額（千円）

資本準備金残
高（千円）

 平成22年６月１日～

平成22年８月31日 
－ 24,470,822 － 2,000,000 － －
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（６）【大株主の状況】

　 平成22年８月31日現在

氏名又は名称 住所
所有株式数
（千株）

発行済株式総数
に対する所有株
式数の割合(％)

イオン株式会社 千葉県千葉市美浜区中瀬１丁目５－１　 7,031 28.73

株式会社エムツウ　　　 東京都港区西麻布４丁目17－４　 2,500 10.21

タカキュー取引先持株会　 東京都板橋区板橋３丁目９－７　 967 3.95

株式会社みずほ銀行　 東京都千代田区内幸町１丁目１－５　 734 3.00

日本トラスティ・サービス信託銀行

株式会社（信託口）　
東京都中央区晴海１丁目８－11　 366 1.49

日本マスタートラスト信託銀行株式

会社（信託口）
東京都港区浜松町２丁目11－３ 276 1.12

財団法人高久国際奨学財団 東京都港区西麻布４丁目17－４ 250 1.02

日本証券金融株式会社 東京都中央区日本橋茅場町１丁目２－10 200 0.81

タカキュー社員持株会　 東京都板橋区板橋３丁目９－７　 193 0.78

高久　真佐子 東京都港区 165 0.67

計 － 12,683 51.83
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（７）【議決権の状況】

①【発行済株式】

　 平成22年８月31日現在

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式 － － －

議決権制限株式（自己株式等） － － －

議決権制限株式（その他） － － －

完全議決権株式（自己株式等） 普通株式　     94,500 － －

完全議決権株式（その他） 普通株式　 24,184,500 48,369 －

単元未満株式 普通株式  　  191,822 － －

発行済株式総数 24,470,822 － －

総株主の議決権 － 48,369 －

   

②【自己株式等】

　 平成22年８月31日現在

所有者の氏名又は名
称

所有者の住所
自己名義所有
株式数（株）

他人名義所有
株式数（株）

所有株式数の
合計（株）

発行済株式総数に
対する所有株式数
の割合（％）

（自己保有株式）

株式会社タカキュー

東京都板橋区

板橋３丁目９番７号
94,500 － 94,500 0.38

計 － 94,500 － 94,500 0.38

　

２【株価の推移】

【当該四半期累計期間における月別最高・最低株価】

月別
平成22年
３月

４月 ５月 ６月 ７月 ８月

最高（円） 185 186 170 157 151 148

最低（円） 163 165 141 141 140 136

　（注）　上記の株価については、東京証券取引所市場第一部における株価によっております。

　

３【役員の状況】

前事業年度の有価証券報告書提出日後、当四半期報告書提出日までにおいて、役員の異動はありません。
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第５【経理の状況】

１．四半期財務諸表の作成方法について

　当社の四半期財務諸表は、「四半期財務諸表等の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府令第63

号。以下「四半期財務諸表等規則」という。）に基づいて作成しております。

　なお、前第２四半期会計期間（平成21年６月１日から平成21年８月31日まで）及び前第２四半期累計期間（平成21

年３月１日から平成21年８月31日まで）は、改正前の四半期財務諸表等規則に基づき、当第２四半期会計期間（平成

22年６月１日から平成22年８月31日まで）及び当第２四半期累計期間（平成22年３月１日から平成22年８月31日ま

で）は、改正後の四半期財務諸表等規則に基づいて作成しております。

２．監査証明について

　当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、前第２四半期会計期間（平成21年６月１日から平成21

年８月31日まで）及び前第２四半期累計期間（平成21年３月１日から平成21年８月31日まで）に係る四半期財務諸

表並びに当第２四半期会計期間（平成22年６月１日から平成22年８月31日まで）及び当第２四半期累計期間（平成

22年３月１日から平成22年８月31日まで）に係る四半期財務諸表について、有限責任監査法人トーマツによる四半期

レビューを受けております。

　

３．四半期連結財務諸表について

　四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則（平成19年内閣府令第64号）第５条第２項により、当社

では、子会社の資産、売上高、損益、利益剰余金及びキャッシュ・フローその他の項目から見て、当企業集団の財政状

態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況に関する合理的な判断を妨げない程度に重要性が乏しいものとして、四

半期連結財務諸表は作成しておりません。
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１【四半期財務諸表】
（１）【四半期貸借対照表】

（単位：千円）

当第２四半期会計期間末
(平成22年８月31日)

前事業年度末に係る
要約貸借対照表

(平成22年２月28日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 2,029,500 3,429,470

売掛金 936,253 1,151,930

商品 1,919,334 2,228,870

貯蔵品 44,382 42,674

繰延税金資産 102,370 107,157

その他 242,922 288,967

流動資産合計 5,274,765 7,249,070

固定資産

有形固定資産

建物（純額） ※1
 227,962

※1
 281,752

機械及び装置（純額） ※1
 6,364

※1
 7,747

器具及び備品（純額） ※1
 296,232

※1
 362,888

その他（純額） 1,310 9,773

有形固定資産合計 531,870 662,162

無形固定資産 129,044 166,648

投資その他の資産

関係会社株式 179,476 182,500

賃貸不動産（純額） ※1
 7,663

※1
 9,177

差入保証金 532,059 591,605

敷金 3,495,616 3,536,616

繰延税金資産 152,288 155,481

その他 274,876 297,520

貸倒引当金 △439,236 △443,469

投資その他の資産合計 4,202,744 4,329,433

固定資産合計 4,863,659 5,158,245

資産合計 10,138,424 12,407,316

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 2,701,333 ※2
 4,275,766

短期借入金 336,550 423,562

未払法人税等 76,791 299,575

賞与引当金 99,946 101,847

店舗閉鎖損失引当金 13,700 18,168

その他 767,126 975,169

流動負債合計 3,995,448 6,094,088

固定負債

長期借入金 368,875 513,445

退職給付引当金 20,189 20,189

その他 184,724 186,834

固定負債合計 573,788 720,468

負債合計 4,569,237 6,814,556
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（単位：千円）

当第２四半期会計期間末
(平成22年８月31日)

前事業年度末に係る
要約貸借対照表

(平成22年２月28日)

純資産の部

株主資本

資本金 2,000,000 2,000,000

資本剰余金 568,462 568,462

利益剰余金 3,013,065 3,034,450

自己株式 △23,682 △23,202

株主資本合計 5,557,845 5,579,710

評価・換算差額等

その他有価証券評価差額金 11,342 13,141

繰延ヘッジ損益 － △93

評価・換算差額等合計 11,342 13,048

純資産合計 5,569,187 5,592,759

負債純資産合計 10,138,424 12,407,316
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（２）【四半期損益計算書】
【第２四半期累計期間】

（単位：千円）

前第２四半期累計期間
(自　平成21年３月１日
　至　平成21年８月31日)

当第２四半期累計期間
(自　平成22年３月１日
　至　平成22年８月31日)

売上高 ※1
 10,935,001

※1
 10,311,828

売上原価 4,435,281 4,071,457

売上総利益 6,499,720 6,240,370

販売費及び一般管理費 ※2
 6,378,391

※2
 6,119,017

営業利益 121,329 121,353

営業外収益

不動産賃貸料 244,968 225,807

その他 64,699 68,270

営業外収益合計 309,668 294,077

営業外費用

不動産賃貸費用 176,214 160,720

その他 42,002 44,836

営業外費用合計 218,216 205,557

経常利益 212,781 209,873

特別利益

前期損益修正益 3,197 －

貸倒引当金戻入額 17,275 27,841

転貸借契約解約益 4,640 10,700

店舗閉鎖損失引当金戻入額 8,067 1,762

特別利益合計 33,179 40,303

特別損失

前期損益修正損 － 24,032

減損損失 67,143 86,061

賃貸借契約解約損 4,288 12,513

その他 0 9,664

特別損失合計 71,432 132,271

税引前四半期純利益 174,528 117,905

法人税、住民税及び事業税 51,371 57,012

法人税等調整額 77,085 9,140

法人税等合計 128,457 66,152

四半期純利益 46,070 51,753
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【第２四半期会計期間】
（単位：千円）

前第２四半期会計期間
(自　平成21年６月１日
　至　平成21年８月31日)

当第２四半期会計期間
(自　平成22年６月１日
　至　平成22年８月31日)

売上高 ※1
 4,758,825

※1
 4,636,357

売上原価 1,943,961 1,883,302

売上総利益 2,814,864 2,753,054

販売費及び一般管理費 ※2
 3,140,888

※2
 3,006,083

営業損失（△） △326,024 △253,029

営業外収益

不動産賃貸料 122,910 109,250

その他 28,274 29,083

営業外収益合計 151,185 138,334

営業外費用

不動産賃貸費用 90,482 78,121

その他 22,130 25,406

営業外費用合計 112,612 103,527

経常損失（△） △287,452 △218,221

特別利益

前期損益修正益 2,180 －

貸倒引当金戻入額 2,154 4,624

転貸借契約解約益 4,640 10,700

店舗閉鎖損失引当金戻入額 8,067 1,762

その他 － 3,078

特別利益合計 17,041 20,165

特別損失

減損損失 51,473 86,061

賃貸借契約解約損 2,888 －

その他 0 7,495

特別損失合計 54,362 93,557

税引前四半期純損失（△） △324,772 △291,613

法人税、住民税及び事業税 △102,281 △114,635

法人税等調整額 2,222 41,200

法人税等合計 △100,059 △73,434

四半期純損失（△） △224,713 △218,179
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（３）【四半期キャッシュ・フロー計算書】
（単位：千円）

前第２四半期累計期間
(自　平成21年３月１日
　至　平成21年８月31日)

当第２四半期累計期間
(自　平成22年３月１日
　至　平成22年８月31日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税引前四半期純利益 174,528 117,905

減価償却費 236,084 169,251

減損損失 67,143 86,061

貸倒引当金の増減額（△は減少） △10,613 △4,232

賞与引当金の増減額（△は減少） 358 △1,900

退職給付引当金の増減額（△は減少） △990 －

店舗閉鎖損失引当金の増減額（△は減少） △8,067 △4,467

賃貸借契約解約損 4,288 12,513

有形固定資産除却損 2,545 10,823

受取利息及び受取配当金 △6,177 △7,519

支払利息 15,665 7,529

売上債権の増減額（△は増加） 188,592 215,677

たな卸資産の増減額（△は増加） 559,307 307,827

仕入債務の増減額（△は減少） △2,869,748 △1,574,433

未払消費税等の増減額（△は減少） 42,797 △121,430

その他 △87,454 △35,679

小計 △1,691,738 △822,074

法人税等の支払額 △311,771 △275,730

営業活動によるキャッシュ・フロー △2,003,510 △1,097,804

投資活動によるキャッシュ・フロー

有形固定資産の取得による支出 △147,200 △70,160

無形固定資産の取得による支出 △4,290 △4,280

貸付金の回収による収入 2,500 3,750

敷金及び保証金の差入による支出 △32,788 △51,792

敷金及び保証金の回収による収入 123,051 131,231

その他の資産取得による支出 △11,659 △3,964

長期預り保証金の返還による支出 △28,400 △10,150

長期預り保証金の受入による収入 15,000 8,040

利息及び配当金の受取額 6,177 7,862

投資活動によるキャッシュ・フロー △77,608 10,536

財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入れによる収入 300,000 －

短期借入金の返済による支出 △300,000 －

長期借入金の返済による支出 △238,914 △231,582

自己株式の増減額（△は増加） △371 △480

利息の支払額 △15,576 △7,679

配当金の支払額 △48,647 △72,959

財務活動によるキャッシュ・フロー △303,509 △312,701

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △2,384,628 △1,399,969

現金及び現金同等物の期首残高 3,320,674 3,429,470

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※1
 936,046

※1
 2,029,500
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【四半期財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更】

該当事項はありません。　

　

【簡便な会計処理】

　該当事項はありません。

　

【四半期財務諸表の作成にあたり適用した特有の会計処理】

該当事項はありません。

　

【注記事項】

（四半期貸借対照表関係）

当第２四半期会計期間末
（平成22年８月31日）

前事業年度末
（平成22年２月28日）

※１　有形固定資産及び賃貸不動産の減価償却累計額は、

　　次のとおりであります。

※１　有形固定資産及び賃貸不動産の減価償却累計額は、

　　次のとおりであります。

有形固定資産 3,360,962千円

賃貸不動産 1,039,252　

有形固定資産 3,342,191千円

賃貸不動産 1,037,738　

　 ※２　期末日満期手形及びファクタリング対象の買掛金

当期末日満期手形の会計処理は、手形交換日をもっ

て決済処理し、ファクタリング対象の買掛金の会計処

理は、実際の決済日をもって処理しております。

なお、当事業年度の末日は金融機関の休日であった

ため、次の期末日満期手形及びファクタリング対象の

買掛金が期末残高に含まれております。

　 支払手形  386,362千円

ファクタリング対象の買掛金  770,731

 合計  1,157,094
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（四半期損益計算書関係）

前第２四半期累計期間
（自　平成21年３月１日
至　平成21年８月31日）

当第２四半期累計期間
（自　平成22年３月１日
至　平成22年８月31日）

※１　当社は事業の性質上、春夏にあたる上半期について

　は、商品単価が低く売上高の比重は下半期に高くなりま

す。　

　

※１　　　　　　　　　　同左　

　

※２　販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額は

　　次のとおりです。

※２　販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額は

　　次のとおりです。

給料手当 1,980,677千円

賞与引当金繰入額 100,658　

賃借料 1,821,312　

給料手当 1,927,662千円

賞与引当金繰入額 99,946　

賃借料 1,748,939　

　

前第２四半期会計期間
（自　平成21年６月１日
至　平成21年８月31日）

当第２四半期会計期間
（自　平成22年６月１日
至　平成22年８月31日）

※１　当社は事業の性質上、春夏にあたる上半期について

　は、商品単価が低く売上高の比重は下半期に高くなりま

す。

　

※１　　　　　　　　　　同左　

　

※２　販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額は

　　次のとおりです。

※２　販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額は

　　次のとおりです。

給料手当 973,207千円

賞与引当金繰入額 66,630　

賃借料 884,078　

給料手当 958,127千円

賞与引当金繰入額 63,953　

賃借料 852,627　

　

（四半期キャッシュ・フロー計算書関係）

前第２四半期累計期間
（自　平成21年３月１日
至　平成21年８月31日）

当第２四半期累計期間
（自　平成22年３月１日
至　平成22年８月31日）

※１　現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期貸借対

照表に掲記されている科目の金額との関係 

 （平成21年８月31日現在）

 （千円）

現金及び預金勘定 936,046

現金及び現金同等物 936,046

 

※１　現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期貸借対

照表に掲記されている科目の金額との関係 

 （平成22年８月31日現在）

 （千円）

現金及び預金勘定 2,029,500

現金及び現金同等物 2,029,500
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（株主資本等関係）

当第２四半期会計期間末（平成22年８月31日）及び当第２四半期累計期間（自　平成22年３月１日　至　平成22年

８月31日）

１．発行済株式の種類及び総数

普通株式 24,470千株

 

２．自己株式の種類及び株式数

普通株式 94千株

 

３．配当に関する事項

　　配当金支払額 

 
（決議）

株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり
配当額
（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

平成22年５月20日

定時株主総会
普通株式 73,137 3 平成22年２月28日平成22年５月21日利益剰余金 

　

（１株当たり情報）

１．１株当たり純資産額

当第２四半期会計期間末
（平成22年８月31日）

前事業年度末
（平成22年２月28日）

１株当たり純資産額 228.47円 １株当たり純資産額   229.41円

２．１株当たり四半期純利益金額又は１株当たり四半期純損失金額等

前第２四半期累計期間
（自　平成21年３月１日
至　平成21年８月31日）

当第２四半期累計期間
（自　平成22年３月１日
至　平成22年８月31日）

１株当たり四半期純利益金額  1.89円

　なお、潜在株式調整後１株当たり四半期純利益について

は、潜在株式が存在しないため記載しておりません。 

１株当たり四半期純利益金額  2.12円

　なお、潜在株式調整後１株当たり四半期純利益について

は、潜在株式が存在しないため記載しておりません。 

　（注）　１株当たり四半期純利益金額の算定上の基礎は、以下のとおりであります。

 
前第２四半期累計期間
（自　平成21年３月１日
至　平成21年８月31日）

当第２四半期累計期間
（自　平成22年３月１日
至　平成22年８月31日）

四半期純利益（千円） 46,070 51,753

普通株主に帰属しない金額（千円） － －

普通株式に係る四半期純利益（千円） 46,070 51,753

期中平均株式数（千株） 24,382 24,377
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前第２四半期会計期間
（自　平成21年６月１日
至　平成21年８月31日）

当第２四半期会計期間
（自　平成22年６月１日
至　平成22年８月31日）

１株当たり四半期純損失金額  9.22円

　なお、潜在株式調整後１株当たり四半期純利益について

は、１株当たり四半期純損失であり、また、潜在株式が存在

しないため記載しておりません。 

１株当たり四半期純損失金額  8.95円

　なお、潜在株式調整後１株当たり四半期純利益について

は、１株当たり四半期純損失であり、また、潜在株式が存在

しないため記載しておりません。 

　（注）　１株当たり四半期純損失金額の算定上の基礎は、以下のとおりであります。

 
前第２四半期会計期間
（自　平成21年６月１日
至　平成21年８月31日）

当第２四半期会計期間
（自　平成22年６月１日
至　平成22年８月31日）

四半期純損失（千円） 224,713 218,179

普通株主に帰属しない金額（千円） － －

普通株式に係る四半期純損失（千円） 224,713 218,179

期中平均株式数（千株） 24,382 24,376

　

（重要な後発事象）

　　　　該当事項はありません。

　

２【その他】

該当事項はありません。
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】

該当事項はありません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書 

平成21年10月７日

株式会社タカキュー

取締役会　御中

有限責任監査法人　トーマツ

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 中野　眞一　　印

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 國井　泰成　　印

　当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式会社タカキュー

の平成21年３月１日から平成22年２月28日までの第61期事業年度の第２四半期会計期間（平成21年６月１日から平成21年

８月31日まで）及び第２四半期累計期間（平成21年３月１日から平成21年８月31日まで）に係る四半期財務諸表、すなわ

ち、四半期貸借対照表、四半期損益計算書及び四半期キャッシュ・フロー計算書について四半期レビューを行った。この四

半期財務諸表の作成責任は経営者にあり、当監査法人の責任は独立の立場から四半期財務諸表に対する結論を表明するこ

とにある。

　当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レビューを行った。

四半期レビューは、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質問、分析的手続

その他の四半期レビュー手続により行われており、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実

施される年度の財務諸表の監査に比べ限定された手続により行われた。

　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認められる

四半期財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社タカキューの平成21年８月31日現在の財政状態、同日をもって終了する第

２四半期会計期間及び第２四半期累計期間の経営成績並びに第２四半期累計期間のキャッシュ・フローの状況を適正に表

示していないと信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかった。

　

　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

 

以　上

　
（注）１　上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報告

書提出会社）が別途保管しております。

    　２　四半期財務諸表の範囲にはＸＢＲＬデータ自体は含まれていません。 　
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 独立監査人の四半期レビュー報告書 

平成22年９月30日

株式会社タカキュー

取締役会　御中

有限責任監査法人　トーマツ

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 國　井　泰　成　　印

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 郷右近　隆　也　　印

　当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式会社タカキュー

の平成22年３月１日から平成23年２月28日までの第62期事業年度の第２四半期会計期間（平成22年６月１日から平成22年

８月31日まで）及び第２四半期累計期間（平成22年３月１日から平成22年８月31日まで）に係る四半期財務諸表、すなわ

ち、四半期貸借対照表、四半期損益計算書及び四半期キャッシュ・フロー計算書について四半期レビューを行った。この四

半期財務諸表の作成責任は経営者にあり、当監査法人の責任は独立の立場から四半期財務諸表に対する結論を表明するこ

とにある。

　当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レビューを行った。

四半期レビューは、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質問、分析的手続

その他の四半期レビュー手続により行われており、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実

施される年度の財務諸表の監査に比べ限定された手続により行われた。

　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認められる

四半期財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社タカキューの平成22年８月31日現在の財政状態、同日をもって終了する第

２四半期会計期間及び第２四半期累計期間の経営成績並びに第２四半期累計期間のキャッシュ・フローの状況を適正に表

示していないと信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかった。

　

　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

 

以　上

　
（注）１　上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報告

書提出会社）が別途保管しております。

    　２　四半期財務諸表の範囲にはＸＢＲＬデータ自体は含まれていません。 　
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